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８
月
２６
日
、
本
部
教
祖
殿
に
て

大
教
会
創
立
１１０
周
年
記
念
祭
の
臨

時
祭
典
願
の
事
情
運
び
が
無
事
に

お
許
し
を
戴

い
た
。

◎
年
　
祭

▼
宗
稚
分
教
会
初
代
会
長

・
結
城

ワ
キ
の
霊
様
２０
年
祭
は
８
月
７
日
、

宗
稚
分
教
会
に
て
結
城
和
広

・
宗

稚
分
教
会
長
祭
主
の
も
と
執
行
さ

れ
た
。

▼
東
宗
清
分
教
会
初
代
会
長

・
齋

藤
清
吉
の
霊
様
５０
年
祭
、
二
代
会

長

・
齋
藤
キ
ヨ
の
霊
様
３０
年
祭
、

三
代
会
長

・
齋
藤
光
男
の
霊
様
５

年
祭
は
８
月
１０
日
、
東
宗
清
分
教

会
に
て
、
結
城
和
広

。
宗
稚
分
教

会
長
祭
主
の
も
と
執
行
さ
れ
た
。

◎
誕
　
生

▼
大
教
会
長
夫
妻
に
８
月
１
日
長

女
誕
生
。
「晶

（あ
か
り
と

と
命

名
さ
れ
た
。
暮
一

〇
初
席
者
　
　
　
　
　
　
（１
名
）

直
　
轄
　
　
官
　
田
　
あ
け
み

○
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴
者
（１
名
）

呼

人

　

藤

山

隆

三

三
幣
健
志
様

（長
女
誕
生
）

三
幣
輝
子
様

（三
女
２０
年
祭
）

佐
々
木
ツ
ヤ
様

（三
男
出
直
）

〓
〓鱚

踵
萎

２
日
　
役
員
、
准
役
員
会

４
日
　
倉
田
農
場
大
根
種
蒔
き

８
日
　
防
火
訓
練

９
日
　
網
走
支
部
役
員
会
会
場

１１
日
　
役
員
会
。
１１０
周
年
実
行

２２

日

２３

日

２４

日

２５

日

委
員
会

月
次
祭

会
長
、
札
幌
方
面
信
者

ま
ゎ
り

（
２３
日
ま
で
）

会
長
、
お
ぢ
ば
が
え
り

詰
所
２３
会

会
長
、
本
部
神
殿
奉
仕

つ
と
め
る

細
木
役
員
、
本
部
神
殿

奉
仕

つ
と
め
る
。
み
か

ぐ
ら
う
た
、
お
て
ふ
り

勉
強
会

％
日
　
本
部
月
次
祭
遥
拝
。
創

立
百
十
周
年
記
念
祭
、

事
情
運
び
。
結
城
和
広

役
員
、
本
部
神
殿
奉
仕

つ
と

め

る

２７
日
　
会
長
、
表
統
領
講
話
出

席
、
か
な
め
会
出
席

３０
日
　
み
そ
か
会

18 12
日 日

8月 月次祭 8/1 217kl
(参拝者数 約 3 人〉

神殿講話 賛  者 指図方 雇者 祭主

祭
　
　
口貝

ル
又

祭

血

害J

浩徳
繁二明

伊
東
注遂
一騰

田
中

新
川
　
正
人
徳一
正徳

丸
山
栗
林
大

教

会

長

胡三

味琴

弓線

小す太拍ち

糸 子[笛
鼓ね鼓木ん

地

　

　

　

方

てをどり
/

瀬藤
川井

祐道
子恵

栗細大澤藤三
林木山田山幣

徳善雅忠重正
正信人和善志

瀬丸結
り||||1城

定一和
白徳広

出喬藝塚訂褒
晨卓暴旱天倉

座
り
づ
と
め

藤山
井崎

道蔦
恵代

伊増九新桐栗
東田山川谷林

徳裕一正厚徳
明一徳人平正

田青三
中山幣

正正
繁博志

藤
山
　
重
善

瀬
川
　
定
白

江學
謄
　
浩
二

人
教
会
長
夫
人

藤
山
　
道
子

瀬
川
　
祐
子

ユ削
　
　
半

菱喬

暴卓

藤
山
　
重
善

青
山
　
正
博

大
山
　
雅
人

三學
膝
　
浩
二

細
木
　
善
信

三
幣
　
正
志

裕徳定
一明白

瀬
川
伊
束
増
Ш

lTO山藤円栗結
川崎井中林城

祐蔦道 徳和
子代恵繁正広

後
　
　
半
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進 陽 最 老 心 た  進 教 砿 身 寒 ぢ  進 白 深 向 知 オ
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設 せ 刺 し び    声 と き 海   見 つ な し潮  日
に 込 と  と  す  も ぬ の   て す る き 鳴
ま          じ                   よ
ん        に


